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梶本　悠斗さん

の火災予防運動ポスター秋秋

熊谷市立石原小学校４年生

金井　優奈さん

春春の火災予防運動ポスター
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会員の皆様には、平素から当協会の
事業推進につきまして、御理解、御協
力をいただき厚くお礼を申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症の新規感染者が爆
発的に増加したことに伴い、緊急事態宣言等の様々な規
制により、社会・経済活動においては、行事や事業を中
止又は延期せざるを得なくなるような状況となり、日常
生活においても生活様式は大きく様変わりしました。
こうした中、７月には追い打ちをかけるように、東海
地方から関東地方南部を中心に記録的な大雨が降り、地
盤の緩んだ静岡県熱海市では土砂災害が発生し、多くの
尊い命が失われるとともに、家屋等にも甚大な被害をも
たらしました。
被害に遭われた方々には心からお見舞いを申し上げる
とともに、一日も早い復旧・復興を心からお祈り申し上
げます。
さて、当協会におきましては、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止の観点から、５月の定例総会をはじめ
主な事業は中止となりましたが、消防本部との協賛事業
として、市内の小学４年生を対象とした防火ポスターコ
ンクールを実施し、最優秀２作品を火災予防運動ポスター
として作成いたしました。また、市役所や駅などに火災
予防横断幕、懸垂幕を掲出するなど、コロナ禍において
も可能な限りの火災予防事業に取り組んでまいりました。
かつて経験したことのない社会情勢の中、本年も当初
の計画通りにすべての事業を実施することはできない可
能性もありますが、消防本部と連携し防火思想の普及啓
発と地域の安心、安全に貢献していきたいと考えており
ますので、引き続き会員の皆様の御支援、御協力をいた
だきますようお願い申し上げます。
結びに、今年こそ災害が無く安心な日常が戻りますよ
う、併せて会員の皆様の御健勝と御多幸を祈念申し上げ、
挨拶とさせていただきます。

会員の皆様には、平素から消防行政
の推進につきまして、格別の御理解、御
協力をいただき厚くお礼を申し上げます。
さて、昨年は新型コロナウイルス感染症の恐ろしさを痛
感した一年となりました。
ウイルスは様々な形に変異し、中でもデルタ株は世界中
で猛威を振るい、当消防本部においても救急出動時におけ
る感染対策や受入れ病院の選定に苦慮するなど多大な影響
を受けました。また、例年実施している消防フェアをはじめ
とした各種行事についても、中止を余儀なくされてしまうな
ど、火災予防啓発を目的とした広報活動も制限される状況と
なりました。
現在は、ピーク時から見れば新規感染者数はかなり減少
してきていますが、依然予断を許さない状況です。会員の皆
様におかれましても、引き続き万全な感染防止対策をお願い
いたします。
自然災害に目を移しますと、東日本大震災の余震とされ
る地震が各地で発生したり、線状降水帯等の影響による集中
豪雨が頻発したりするなど、地殻変動や気象状況の変化に
より、全国各地に大きな被害をもたらしています。中でも、
７月初めの梅雨前線の影響による大雨では、静岡県熱海市に
おいて「令和３年７月伊豆山土砂災害」となり、多くの人的・
物的な被害が出ました。地元の消防隊が土砂崩れの現場を調
査していたときに、大規模な土石流が発生し、隊員がかろう
じて逃げる様子がメディアに大々的に報じられたのも記憶
に新しいところです。
本市では、幸い大きな被害を受けるような自然災害は発
生しておりませんが、万が一発生した天災にも対応できるよ
うに、火災予防と併せて防災体制の強化を確立していきたい
と考えておりますので、御協力をお願いいたします。
結びに、一日も早い新型コロナウイルス感染症の終息と、
熊谷市防火安全協会及び会員の皆様の益々の御発展と御健
康を御祈念申し上げ、挨拶といたします。

会長あいさつ 消防長あいさつ

熊谷市防火安全協会
会　長　岡村　正明

熊谷市消防長
渋澤　健司

令和 3 年度  定例総会

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年
度の定例総会は、４月３０日付けの書面会議により開
催しました。
この書面会議では、４議案及び役員の選出について、
原案のとおり承認、可決されました。
また、定例総会終了後に開催されている、公益社団
法人埼玉県危険物安全協会連合会会長表彰伝達式、熊
谷市防火安全協会会長表彰式及び会員相互の親睦を目
的とする親睦会についても、新型コロナウイルス感染
症の影響により、昨年に引き続き中止となりました。

・議案第 1号 令和２年度熊谷市防火安全協会事業報告について

・議案第 2号 令和２年度熊谷市防火安全協会一般会計収入支出決算について

・議案第 3号 令和３年度熊谷市防火安全協会事業計画（案）について

・議案第 4号 令和３年度熊谷市防火安全協会一般会計収入支出予算（案）について

・報告第１号 令和３年度熊谷市防火安全協会役員について

・報告第２号 令和３年度熊谷市防火安全協会事務局職員の承認について

・報告第３号 令和３年度熊谷市防火安全協会等定例表彰について
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アルビオンは、世の中にまだ「高級品」という概念がない20世紀
の半ば、1956年3月に、「世界一の高級化粧品メーカーになる」
という夢を持って誕生いたしました。製品を生み出す熊谷工場で
は、国際規格ISO14001に準拠した仕組みを構築。エネルギーの
効果的な使用、廃棄物の削減、緑化保全の推進を通して、積極的
に、継続的に環境への取り組みを行っています。化粧品原料の採
用についても、産地の発展と自然保護はもちろん、将来を担う子
供たちへの教育支援を行うなど、未来へと続く取り組みに力を注
いでいます。アルビオンにしかできない、アルビオンらしいあり
方を貫き、継承しながら。時代の変化にもしなやかに寄り添い、
真に価値ある高級化粧品を創造し、お客様のために、お取引先様
のために、社会のために、精一杯努めてまいります。今後とも地
域の皆様に安心・安全をお届けできるよう、万全の体制で防火防
災活動に取り組んでまいりますので、皆様のご指導を宜しくお願
い申し上げます。

熊谷市防火安全協会の皆様におかれましては、ますますご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。
㈱リケン熊谷事業所は、1939年理研重工業㈱熊谷工場として建設さ
れ、航空機用ピストンリング専用工場として創業しましたが、1945
年終戦前夜8月14日の空襲により生産設備の60％を消失しました。
戦後1948年にこれまでの鋳造技術を生かし、鉄管継手、シリンダー
ライナーの生産を開始し、理研熊谷鋳鉄㈱として再出発しました。
1953年に理研ピストンリング工業㈱と合併して現在の会社の姿とな
り、1979年に社名を㈱リケンに改称し、現在に至っています。
熊谷事業所は、新製品の開発生産にも取り組み、工業用電熱線、工
業炉などの熱エンジニアリング製品、機器が放出する電磁波を測定
するための電波暗室、シールドルームや電波吸収体などのEMC（電
磁環境適合性）関連製品も製造しています。
今後も積極的に防火・防災活動に取り組み、地域の皆様の安心安全
に貢献できる工場を目指して努力してまいりますので、引き続き皆
様方からのご指導をよろしくお願い申し上げます。

熊谷市防火安全協会の皆様におかれましては、益々ご健勝のこと
とお慶び申し上げます。
弊社ホテル・ヘリテイジは国営武蔵丘陵森林公園近くに位置する、
首都圏最大級の天然温泉露天風呂、ゴルフコース、テニスコート、
プール等を擁したリゾートホテルです。週末の家族旅行、宴会、ブ
ライダルなどの利用、さらに企業の研修や学校の講習等、年間を通
して多くの方に利用されています。
また、防災ホテルとして、食料の備蓄・自家発電の電力、燃料の確
保・バスやヘリコプターの手配等、安心してお客様にお泊り頂ける
環境を整えております。
更に自衛消防隊初期消火訓練指導会にも積極的に出場し、防火体
制の強化を図るとともに災害時の帰宅困難者受入施設としても取
り組んでおります。今後も積極的な防火防災活動に取り組み地域
の皆様方の安心安全に貢献できる施設を目指して参りますので、
皆様方のご指導ご協力をお願いいたします。

熊谷市防火安全協会の皆様におかれましては、益々ご健勝のこと
とお慶び申し上げます。弊社は１９５５年(昭和３０年)に創業し、
１９７０年(昭和４５年)に旧妻沼町において妻沼事業所を設立して
から現在に至るまで、硬質ガラス製ほ乳瓶や蛍光灯用ガラス管、電
球用ガラスバルブといった各種ガラス製品の製造・加工を手がけ
てきました。これらガラス製品は、家庭用から産業用まで幅広い分
野で採用されています。
弊社はガラス溶解炉をはじめとする高温設備を事業所内に保有し
ており、その特性上、防火防災活動を事業継続と密接に関わる最重
要事項と位置づけ、毎年、熊谷市消防本部の皆様に自衛消防隊初
期消火訓練指導会をはじめ、活動のご指導を頂いています。
コロナ禍の厳しい環境が続いておりますが、今後も平時と変わらず
積極的に防火防災活動に取り組み、地域の皆様の安心安全に貢献
できるよう努力してまいりますので、皆様のご指導を何卒よろしく
お願い申し上げます。

東工業株式会社　妻沼事業所 株式会社アルビオン熊谷工場

株式会社リケン熊谷事業所株式会社ヘリテイジリゾート　ホテル・ヘリテイジ

会員紹介

当協会では、危険物施設の安全管理と事業所の防火管理体制の充実及び災害防止の徹底を図ることを目的に会員を募集しています。
お知り合いの事業所で、まだ入会されていない事業所がありましたら、是非ご紹介をお願いします。
入会のお問合せは、事務局へご連絡ください。

会 員 募 集会 員 募 集
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第２5 回防火ポスターコンクール特選作品（１8 作品）     

熊谷東小学校
井上　可心さん

熊谷東小学校
町田　悠真さん

熊谷東小学校
田島　遼佑さん

熊谷東小学校
岩瀬　佑実香さん

熊谷西小学校
児玉　弥優さん

石原小学校
平井　蘭愛さん

成田小学校
山内　舞紘さん

大幡小学校
高橋　七都さん

佐谷田小学校
岩川　旺心郎さん

熊谷南小学校
宮田　煌河さん

別府小学校
大谷　統さん

三尻小学校
新井　結香さん

三尻小学校
田村　蒼士郎さん

新堀小学校
岡田　祐樹さん

長井小学校
小林　遙乃さん

妻沼小学校
佐川　弥花さん

江南南小学校
清水　明香里さん

江南南小学校
羽田　圭利さん

防火思想の普及を図るため、市内の小学校４年生を対象に防火ポスターを募集しました。コロナ禍にもかかわらず、
多くの児童から応募があり、１，２５９点もの力作が揃いました。
作品の中から特・入選に選ばれた１００点を妻沼展示館及び市内商業施設に展示し、火災予防をPRしました。また、
特選作品の中から最優秀の２作品は、熊谷市消防本部の秋と春の火災予防運動ポスターとして採用されました。
※最優秀作品は、表紙に掲載しています。
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当協会の会員である社会福祉法人育慈会ことぶき花ノ木保育園で上映されました。
今後も子供たちの防火教育のため、有効に活用させていただきます。

子供向け防災教育アニメ（DVD）を購入

１１月の住宅用火災警報器街頭広報の際に掲出した「火災予防運動実施中」の新しいのぼり旗です。
火災予防運動期間中には、各消防署・分署にも掲出させていただきました。

火災予防運動の「のぼり旗」を更新しました !!

令和２年度に実施した消防車両絵画展の様子です。
次世代を担う子どもたちの防火に関する意識の高揚を図ることと作品を多くの人に鑑賞していただくことによ
り、消防に対する関心、理解を深めてもらうことを目的として、市内の幼年消防クラブに登録している幼稚園、
保育園の年長の園児の皆さんに消防車両の絵を描いていただきました。令和３年度も１～３月に開催予定です。

幼年消防クラブ「消防車両絵画展」
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ホテル・旅館等に対する「表示マーク」をご存じですか？

住宅用火災警報器の設置率調査結果

【制度の概要】

ホテル・旅館等の関係者からの申請に基づき、消防機関が審
査した結果、消防法令のほか重要な建築構造等に関する基準
に適合していると認められた建物に対して、消防機関から表
示マークを交付する制度です。

【メリットは？】

表示マークの交付を受けた関係者は、表示マークを建物やホー
ムページに掲出して、お客様に防火安全情報を提供すること
ができます。
つまり、このマークを基準に宿泊施設を選ぶことで、安心し
て施設を利用することができます。
まだ、表示マークを掲出していないホテル等の関係者の方は、是非申請をご検討ください。

【総務省消防庁のリーフレット】

https://www.fdma.go.jp/relocation/kasai_yobo/hyoujiseido/pdf/01_leaflet.pdf

全国の消防本部で住宅用火災警報器の設置率の調査が行われた結果が公表されました。
（令和３年６月１日時点 )

調査機関
設置率

(1個以上設置されている場合）
条例適合率 (寝室や階段等、条例
で決められている箇所全部に設置）

全　国 ８３．１％ ６８．０％

埼玉県 ７９．７％ ６９．０％

熊谷市 ８０．０％ ７１．０％

まだ付けていない方へ
逃げ遅れを防ぐため、「寝室」「階段（２階以
上に寝室がある場合）」に設置が必要です。

付けている方へ

定期的に作動確認し、音を聞きましょう‼
ボタンを押す、又はひもを引いて作動確認を
します。
定期的に家族で火災時の警報音を確認しま
しょう。

  
表示マーク（銀） 表示マーク（金）

条例適合とは・・・
寝室、階段には、煙式
の感知器が設置されて
いる。
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セルフスタンドでの給油時の注意
空気が乾燥する時季は、静電気が発生しやすいため、ガソリンを給油すると
きは、給油前に必ず素手で静電気除去シートに触れてください。
給油キャップを開ける時に「シューッ」という音を聞くことがあると思いますが、
気化したガソリンが噴き出した音です。
これに引火して火災になることが多いようです。
ガソリンは、－４０℃以下でも引火するため、静電気は非常に危険です。

ガソリン、軽油、灯油、アルコール類、塗料等の危険物を貯蔵したり、取り扱ったりする場合は、その
数量によっては、必要な基準を満たした場所で貯蔵する、又は取り扱う必要があります。
指定された数量以上の危険物を許可なく貯蔵したり、取り扱ったりすると、場合によっては、罰せられ
ることもあります。
危険物を新たに貯蔵する、又は取り扱う場合や数量を増やす場合は、あらかじめ消防署にご相談ください。

トピッ
ク 

ご注意ください！！

火　災 流　出 破　損 合　計
令和
２年 ７ ９ １６ ３２

 ■ 埼玉県内における危険物事故発生状況 ( 令和２年１月から１２月までの件数 )

破損事例（給油取扱所）破損事例（給油取扱所）
①給油しようとレーンに進入する際、ブレーキとアクセルを踏み間違えてしまい、固定給油設備を破損させたもの
②乗用車がノズルを給油口に挿したまま発進させ、ホースの安全継手を破損させたもの
③給油を終えたあと運転操作を誤り、固定給油設備に接触させ、破損させたもの

危険物に関する事故を防止しましょう！危険物に関する事故を防止しましょう！
令和２年中に発生した危険物事故の発生要因の８割は人的要因です。
危険物関係事業所の皆様が法令を遵守することはもちろん、自社施設の特性に応じた危険要因を把握し、最も
適した安全対策を実践することが事故防止をするために極めて重要となります。

放火・
放火の
疑い

こんろ たばこ 電気
機器等

たき火
枯れ草
焼却

ストーブ 火遊び
等 その他 不明

調査中 合計

令和
２年 ６ ７ ２ ４ ２ １ ０ １６ ６ ４４

令和
３年 ７ １ ４ １ ４ １ １ １４ ７ ４０

 ■ 熊谷市内における火災状況

令 和 ３ 年 度 危 険 物 安 全 週 間 推 進 標 語

事 故 ゼ ロ へ 　 ト ラ イ 重 ね る 　 ワ ン チ ー ム事 故 ゼ ロ へ 　 ト ラ イ 重 ね る 　 ワ ン チ ー ム

お 知 ら せお 知 ら せ

（令和３年は１１月３０日までの件数）
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表 彰 受 賞 者表 彰 受 賞 者
公益社団法人　
埼玉県危険物安全協会連合会　会長表彰

熊谷市防火安全協会 会長表彰

( 順不同・敬称略 )

優良危険物事業所
・有限会社　小暮商店
・株式会社　ヴァレオジャパン　江南工場
・関東西濃運輸　株式会社　熊谷支店

優良危険物取扱者
・セルフ＆カーケアステーション西熊谷　横須賀　俊介
・株式会社　杉浦商店　杉浦　雅之

優良普及啓発活動事業所
・石井商店
・金子商店

功労事業所
・サイシンシステム　株式会社
・田野運輸　株式会社
・有限会社　吉沢油店

優良防火管理事業所
・社会福祉法人　とちの実会　児童養護施設江南
・社会福祉法人　麻葉会　特別養護老人ホーム　ルーエ

優良防火管理者
・社会福祉法人　育慈会　ことぶき花ノ木保育園　髙田　慈

優良危険物事業所
・前澤化成工業　株式会社　熊谷第二工場

優良危険物取扱者
・ゼリア新薬工業　株式会社　中央研究所　早乙女　一勇
・太平洋セメント　株式会社　熊谷工場　舟橋　和彦

発行責任者　　　熊谷市防火安全協会会長　　岡村　正明
事 　務 　局　　　熊谷市防火安全協会　（熊谷市消防本部予防課内）〒 360-0811　熊谷市原島 675 番地 1　Tel  048-501-0118

―編 集 後 記―
会員皆様のご協力により「協会だより」( 第１６号 ) が発行できました。今後も皆様に
親しんでいただける「協会だより」となるよう、身近な情報の提供をお待ちしています。

法 改 正

危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令により、屋外給油取扱所のキャノピー面積基準が次の
とおり緩和されました

　給油取扱所 ( ガソリンスタンド ) は、キャノピー ( 屋根 ) 等の面積の敷地比で分類

改正前 現行 ( 令和３年７月１日以降 )

　キャノピーの面積　
敷地面積（事業所除く。）

改正前

1/3 まで
屋外給油取扱所

※ 1/3 を超える場合
屋内給油取扱所

現行（令和 3 年 7 月１日以降）

 2/3 まで
屋外給油取扱所

※ 2/3 を超える場合
屋内給油取扱所

（事業所）

キャノピー キャノピー

（事業所）

（例）
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